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みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作

笑顔が輝く日

2019夏のボランティア体験事業
武蔵の里 鎌坂峠ツツジ園で草刈り



美作市社会福祉協議会
平成30年度
　　事業報告・決算報告

　市社協は、６月７日㈮、令和元年度第１回理事会を、
６月21日㈮第１回評議員会を開催し、平成30年度事業報
告と一般会計収支決算報告が原案通り承認されました。
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理
事
会
・
評
議
員
会
等
の
開
催
状
況

　

理
事
会
を
３
回
、
評
議
員
会
を
３
回
開
催

し
、
事
業
・
決
算
報
告
、
定
款
の
変
更
、
事

業
計
画
・
予
算
の
決
定
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
行
動
計
画
事
業
の
企
画
書
に
つ
い
て
報
告

や
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

監
査
実
施
状
況

　

決
算
監
査
、
中
間
監
査
、
内
部
監
査
を
行

い
ま
し
た
。

寄
附
金
の
状
況

　

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
多
く
の
皆
様

か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附
金

の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
紙
５
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

寄
附
金
件
数
：
２
８
９
件

　

寄
附
金
額
：
４
、
６
５
８
、
６
６
９
円

社
協
会
費
の
状
況

　

市
民
や
企
業
等
、
多
く
の
皆
様
に
会
費
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
区
社
協
の
活

動
費
と
し
て
配
分
（
約
74
％
）
し
て
い
ま
す
。

　

会　

員　

数
：
７
、
４
５
２
口

　

納
入
実
績
額
：
７
、
５
１
６
、
０
０
０
円

地
区
社
協
活
動
の
推
進

　

地
区
社
協
を
地
域
福
祉
推
進
の
基
礎
組
織

と
し
て
位
置
づ
け
、
市
圏
域
の
地
域
社
協
連

絡
会
、
地
区
社
協
会
長
会
を
開
催
し
、
連
携

の
強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
地
域

の
福
祉
課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
「
福
祉
会

議
事
業
」、
見
守
り
・
支
え
合
い
の
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト

事
業
」
に
３０
地
区
社
協
が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

地
域
社
協
連
絡
会
・
地
区
社
協
会
長
会

　

地
域
社
協
連
絡
会
は
４
回
の
役
員
会
を
開

催
し
、
29
年
度
事
業
の
総
括
や
地
区
社
協
メ

ニ
ュ
ー
事
業
に
つ
い
て
協
議
・
決
定
を
行
い

ま
し
た
。

　

地
区
社
協
会
長
会
は
１
回
開
催
し
、
29
年

度
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

地
区
社
協
福
祉
会
議
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
状
況

　

福
祉
会
議
事
業
は
生
活
福
祉
課
題
の
把
握
、

共
有
を
行
い
ま
し
た
。
３０
地
区
社
協
で
延
べ

１
０
０
回
、
１
、
６
２
５
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
協
議
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
認
知
症
の

方
や
家
族
へ
の
関
わ
り
方
、
災
害
時
に
地
区

社
協
で
で
き
る
こ
と
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ

の
支
援
に
つ
い
て
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
推
進

　

地
区
社
協
が
運
営
主
体
と
な
り
、
一
人
暮

ら
し
・
高
齢
者
障
害
者
世
帯
等
日
常
的
に
、

見
守
り
が
必
要
な
世
帯
の
拾
い
出
し
を
行
う

見
守
り
会
議
を
開
催
し
、
見
守
り
が
必
要
な

世
帯
に
地
区
住
民
が
定
期
的
に
訪
問
し
、
安

否
確
認
や
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
お
手

伝
い
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

見
守
り
会
議
は
、
区
長
、
民
生
委
員
、
老

人
ク
ラ
ブ
役
員
等
が
、
大
字
ご
と
に
一
つ
の

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
見
守
り
が
必
要
な
世
帯

や
訪
問
員
の
選
定
を
行
う
も
の
で
、
３０
地
区

社
協
、
１
７
９
集
落
、
延
べ
５０
会
場
７
９
３

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
見
守
り
会

議
の
結
果
、
３３
世
帯
に
見
守
り
が
必
要
と
判

断
さ
れ
、
調
整
を
行
っ
た
結
果
、
新
た
に
４

世
帯
で
定
期
的
な
訪
問
が
始
ま
り
、
前
年
度

か
ら
の
利
用
者
は
4５
名
、
延
べ
訪
問
活
動
は

５
１
２
回
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・

　
　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
支
援

　

地
域
住
民
と
地
区
社
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
が
主
体
と
な
り
、
公
民
館
や
集
会
所
等
を

会
場
に
地
域
住
民
の
交
流
や
集
い
の
場
と
し

て
サ
ロ
ン
活
動
の
運
営
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
支
援
の
内
容
は
、
食
材
費
の
助
成
、
人

的
派
遣
、
戸
外
活
動
、
レ
ク
用
品
の
貸
出
、

活
動
費
助
成
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催
で
、

サ
ロ
ン
活
動
の
状
況
は
サ
ロ
ン
数
：
１
５
８

サ
ロ
ン
（
年
６
回
以
上
開
催
サ
ロ
ン
）、
登

録
者
数
：
５
、７
７
５
人
、
実
施
回
数
：

２
、
１
５
２
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
活
動
す
る
サ
ロ
ン
担
当
者
を
対
象

に
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
、
情

報
交
換
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
我
が
事
・
丸
ご
と
の
地
域
力
強
化

推
進
事
業

　

厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
「
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括
的
支
援

体
制
構
築
事
業
」
を
美
作
市
よ
り
受
託
し
実

施
し
ま
し
た
。
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題

を
把
握
し
、
解
決
を
試
み
る
体
制
づ
く
り

（
我
が
事
）
と
し
て
福
祉
会
議
や
見
守
り
会

議
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

住
民
が
把
握
し
た
課
題
を
包
括
的
（
丸
ご

と
）
に
受
け
止
め
る
「
福
祉
出
前
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
福
祉
出
前
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
相
談
件
数
は
２
１
９
件
と
な

り
ま
し
た
。
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障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
な
ご
み
」

　

平
成
３０
年
度
よ
り
美
作
市
か
ら
受
託
し
、

地
域
で
生
活
す
る
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障

が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
及
び
児
が
自
立
し

た
日
常
生
活
・
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
専
門
職
に
よ
る
日
常
生
活
の
困
り

事
等
の
相
談
支
援
や
訪
問
活
動
、
通
い
の
場

「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」
で
創
作
活
動
等
の
機

会
の
提
供
や
社
会
と
の
交
流
の
促
進
等
を
行

い
ま
し
た
。
事
業
の
検
討
や
事
業
実
施
上
の

諸
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
運
営
協
議
会

を
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

相
談
支
援
の
利
用
者　

１
３
８
名

　

支
援
件
数　

８
、
６
７
０
件

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　

開
所
日
数
２
４
２
日

　

延
べ
利
用
人
数
１
、
１
７
８
人

食
糧
支
援
お
む
す
び
事
業
・

就
学
支
援
リ
ユ
ー
ス
事
業

　

生
活
困
窮
者
支
援
を
目
的
に
、
市
民
か
ら

お
米
の
寄
附
を
募
り
、
困
窮
世
帯
へ
食
料
支

援
を
行
う
「
お
む
す
び
事
業
」
と
、
不
要
に

な
っ
た
制
服
の
寄
附
を
募
り
、
困
窮
世
帯
の

子
ど
も
へ
の
就
学
支
援
と
す
る
「
リ
ユ
ー
ス

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
む
す
び

事
業
：
玄
米
の
寄
附
を
１
、
５
３
１
㎏
（
３５

人
）
い
た
だ
き
、
27
世
帯
へ
必
要
分
を
提
供

し
ま
し
た
。

　

リ
ユ
ー
ス
事
業
：
中
学
・
高
校
の
制
服
や

体
操
服
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
、
５
世
帯
へ

お
渡
し
し
ま
し
た
。

つ
ど
い
の
広
場
事
業

　

市
内
７
か
所
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
設
し
、

サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
べ
開
所
日
数
：
２
４
０
日

　

延
べ
利
用
人
数
：
４
、
４
４
４
人

障
害
者
福
祉
事
業
の
実
施

　

障
害
者
共
同
作
業
所
「
む
ぎ
の
会
」
を
運

営
し
、
障
害
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　

開
設
日
数
：
１
９
０
日

　

延
べ
利
用
人
数
：
１
、
３
８
４
人

美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等

連
絡
協
議
会

　

１2
法
人
１4
事
業
所
で
組
織
す
る
「
美
作
市

内
の
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
協
議
会
（
通
称

美
作
お
助
け
隊
）」
の
役
員
会
や
作
業
部
会

を
開
催
し
、「
カ
ツ
弁
事
業
」「
わ
ー
く
・
わ

ー
く
事
業
」「
お
家
さ
わ
や
か
事
業
」「
子
ど

も
の
学
習
支
援
・
居
場
所
づ
く
り
事
業
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
カ
ツ
弁
配
達
事
業

　

実
利
用
者
：
１6
名
（
８
世
帯
）

　

延
べ
配
食
数
：
３
７
４
食

〇
わ
ー
く
・
わ
ー
く
事
業

　

実
利
用
者
：
３
名

　

受
入
法
人
：
３
法
人

〇
お
家
さ
わ
や
か
事
業

　

実
施
件
数
：
２
件

〇
子
ど
も
の
学
習
支
援
・
居
場
所
づ
く
り
事
業　
　
　

　

開
所
日
数
：
１
２
９
日

　

利
用
実
人
数
：
７
名　

　

利
用
延
べ
人
数
：
２
４
６
名

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
子
育
て
の

手
伝
い
が
で
き
る
人
が
会
員
と
な
り
、
一
時

的
に
子
ど
も
を
預
か
る
相
互
援
助
事
業
で
、

援
助
活
動
の
依
頼
や
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
員
数
：
１
２
４
人

　

延
べ
利
用
件
数
：
３
０
９
件

「
食
」
の
自
立
支
援
事
業
の
実
施

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
等
に
対
し
て
、
弁
当
を
定
期
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
栄
養
改
善
及

び
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

配
食
数　

大
原
支
所
：
７
、
８
３
５
食

　
　
　
　
　

作
東
支
所
：
４
、
７
５
７
食

　
　
　
　
　

英
田
支
所
：
２
、
３
１
０
食

共
同
募
金
配
分
金
事
業

　

募
金
実
績
総
額
４
、
４
５
９
、
７
０
８
円

　

配
分
額
：
２
、
１
５
０
、
０
０
０
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

●
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
（
３３
団
体
・
６
９
８
名
）
事
務
局

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程
受
講
者

2５
名

●
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
の
開
催　

参
加
者
：
中
高
生
２
５
２
名　

受
入
施
設

4８
施
設

●
小
中
学
生
を
対
象
に
福
祉
教
育
の
推
進

　

９
会
場　
　

２
２
５
名

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

判
断
能
力
の
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る

相
談
援
助
や
日
常
の
金
銭
管
理
を
行
い
ま
し

た
。

　

利
用
実
人
数
：
4５
名

　

専
門
員
調
査
活
動
状
況
：
１
、
３
２
４
件

　

生
活
支
援
員
稼
働
状
況
：
４
６
４
回

法
人
後
見
事
業

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
判
断
能
力
が
低
下

し
た
方
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
様
々
な
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

社
協
が
成
年
後
見
人
、
保
佐
人
、
補
助
人
に

な
る
こ
と
に
よ
り
本
人
の
財
産
管
理
や
身
上

監
護
を
行
い
ま
す
。

　

受
任
状
況
：
受
任
中
１7
件

　
　
　
　
　
　

受
任
待
５
件
、

　
　
　
　
　
　

終
了
３
件

障
害
者
総
合
支
援
事
業

　

障
害
者
総
合
支
援
事
業
の
訪
問
介
護
事
業

で
、
大
原
・
作
東
事
業
所
で
障
害
者
の
在
宅

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
訪
問
時
間

　
　

大
原
事
業
所
：
１
、
４
１
２
時
間

　
　

作
東
事
業
所
：
４
９
４
時
間

介
護
保
険
事
業

　

大
原
・
東
粟
倉
・
作
東
事
業
所
で
質
の
高

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
共
に
在
宅

福
祉
の
包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
大
原
支
所
）

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
等

を
作
成
し
、
相
談
対
応
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
件
数

　
　

１
、
２
１
３
件

●
通
所
介
護
事
業
（
大
原
・
東
粟
倉
支
所
）

　

入
浴
・
食
事
・
機
能
訓
練
等
の
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
べ
利
用
人
数

　
　

大
原
：
５
、
２
８
１
人

　
　

東
粟
倉
：
３
、
８
６
３
人　

●
訪
問
介
護
事
業
（
大
原
・
作
東
支
所
）

　

ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
に
訪
問
し
、
介
護
や
家

事
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
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寄附金活用報告平成30年度

　市民の皆様からお寄せいただきました、香典返しや見舞い返し
等の平成30年度寄附金総額は、4,658,669円となりました。皆
様からのご厚志に、紙面を通じて心よりお礼申し上げます。美作
市社協は、平成30年度の地域福祉活動の財源として、下記のと
おり有効に活用させていただきましたので、ご報告いたします。

科　　　目
流動資産
現金預金
未収金

固定資産
基本財産
その他の固定資産
建物付属設備
車輌運搬具
器具・備品
貸付事業貸付金
退職手当積立基金預金
退職給付引当資産
介護保険備品等購入積立預金
介護保険財政調整積立預金
福祉基金積立預金(寄附金)
財政調整積立預金
地域福祉活動基金積立預金
災害救援積立預金
資産の部合計

当年度末 前年度末 増　　減
負 債 の 部

科　　　目
流動負債
未払金
預り金

固定負債
退職給与引当金
負債の部合計

純 資 産 の 部
基本金
地域福祉活動基金積立金
国庫補助金等特別積立金
介護保険備品等購入積立預金
介護保険財政調整積立預金
福祉基金積立預金(寄附金)
財政調整積立預金
災害救援積立預金
次期繰越活動収支差額
(うち当期活動収支差額)
純資産の部合計

負債・純資産の部合計

当年度末 前年度末 増　　減
82,688,025
30,479,918
52,208,107

0
579,369,886
6,000,000

573,369,886
(194,607)

(27)
(2,281,856)
(50,000)

(113,408,300)
(26,711,245)
(25,000,000)
(20,000,000)
(6,323,851)
(76,000,000)
(300,000,000)
(3,400,000)
662,057,911

※減価償却累計額　90,818,933円

101,741,910
31,103,631
70,494,579
143,700

573,319,136
6,000,000

567,319,136
(245,259)
(48,517)

(3,603,307)
(  )

(104,870,540)
(24,575,173)
(25,000,000)
(20,000,000)
(9,576,340)
(76,000,000)
(300,000,000)
(3,400,000)
675,061,046

△ 19,053,885
△ 623,713

△ 18,286,472
△ 143,700
6,050,750

0
6,050,750
△ 50,652
△ 48,490

△ 1,321,451
50,000

8,537,760
2,136,072

0
0

△ 3,252,489
0
0
0

△ 13,003,135

仮払金

資 産 の 部

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
介護保険事業収入
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受取利息配当金収入
その他収入
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る
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勘　定　科　目
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積立資産支出
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本年度決算額 ① 前年度決算額 ② 増　減 ①－②
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△ 17,308,359
△ 16,562,224
△ 746,135

15,587,910
15,587,910
△ 1,720,449

0
0
0
0
0

△ 3,252,489
0
0

△ 8,030,197
333,740

△ 11,282,686
△ 13,003,135

38,144,924
36,250,873
1,894,051

150,719,345
150,719,345
188,864,269

6,000,000 
300,000,000 

0 
25,000,000 
20,000,000 
9,576,340 
76,000,000 
3,400,000 
46,220,437

△ 11,616,426
486,196,777
675,061,046

20,836,565
19,688,649
1,147,916

166,307,255
166,307,255
187,143,820
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0 
25,000,000 
20,000,000 
6,323,851 
76,000,000 
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38,190,240

△ 11,282,686
474,914,091
662,057,911

平成30年度　貸 借 対 照 表　平成31年３月31日現在 （単位：円）

平成30年度　一般会計資金収支計算書　(自)平成30年4月 1 日　(至)平成31年3月31日 （単位：円）

7,516,000
4,658,669
59,234,000
75,465,600
190,000
2,993,080

130,320,306
6,244,624
2,669,490
1,227,738

290,519,507
201,478,567
57,557,268
2,999,327
240,000
2,149,090
19,432,600
892,493
94,345

284,843,690
5,675,817

0
0
0
0
0

3,252,489
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432,690
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2,242,257
8,970,450
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△ 7,421,343
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171,514,356
7,134,420
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5,804,119
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51,890,907
2,729,159
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21,390,284
1,165,564

0
324,793,966
△ 19,480,716

0
0
0
0
0
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4,061,196
17,943,770
37,755,264
2,394,108
9,592,380
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57,308,926
63,596,986
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△ 68,463
1,628,090
29,246,280
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△ 41,194,050
△ 889,796
95,017

△ 4,576,381
△ 14,793,743
△ 43,895,721
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△ 1,957,684
△ 273,071
94,345

△ 39,950,276
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0
0
0
0
0

△ 12,497,809
△ 3,955,011
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△ 33,963,900
△ 151,851
△ 621,930
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△ 33,190,119
△ 8,033,586
6,288,060
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寄附金活用報告平成30年度

　市民の皆様からお寄せいただきました、香典返しや見舞い返し
等の平成30年度寄附金総額は、4,658,669円となりました。皆
様からのご厚志に、紙面を通じて心よりお礼申し上げます。美作
市社協は、平成30年度の地域福祉活動の財源として、下記のと
おり有効に活用させていただきましたので、ご報告いたします。
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事 業 名 事　業　内　容 金　額

①救 急 医 療 情 報 キ ット
　配 布 事 業

　救急医療情報キットは、緊急連絡先やかかりつけ医、
服薬等の救急情報を入れた筒状の容器を冷蔵庫に保管
し、119番通報で駆け付けた救急隊の救命活動に活かす
もので、地区社協を通じて一人暮らしや高齢者世帯に配
布しました。

63,600円

②地 区 社 協 広 報 誌
　作 成 支 援 事 業

　地域住民に身近な福祉に関する情報を提供し、地区社
協活動への理解と協力が得られるよう、地区社協が発行
する広報紙の経費の一部を助成しました。

33,800円

③地 域 文 化 伝 承 事 業
　地域の風土や伝統、文化等について地域住民が実演や
体験を通して子どもたちとふれあう世代交流事業を実施
する地区社協に対し、事業費の一部を助成しました。

60,000円

④高 齢 者 ふ れ あ い ・
　い き い き サ ロ ン
　新 規 立 上 げ 事 業

　地区内の大字又は小字単位に、5人以上で登録する
｢高齢者ふれあい・いきいきサロン」を新たに立ち上げた
地区社協に対し、助成金を交付しサロンの普及推進を図
りました。

30,000円

⑤友 愛 訪 問 支 援 事 業
　地区社協が実施する友愛訪問活動に対して、市社協よ
り訪問時に配布する野菜ジュース等を提供し、一人暮ら
し高齢者の安否確認と声掛け活動を支援しました。

395,363円

⑥高齢者ふれあい・いき
いきサロン助成金事業

　年６回以上開催するサロンに対し、65歳以上の高齢者
の登録人数に応じて活動費を助成しました。

2,085,000円

⑦法 人 後 見 事 業
　認知症高齢者・障害者等判断能力が低下した方が、地
域で自立した生活が送れるよう、市社協が成年後見人等
になる法人後見事業の事業費の一部に充当しました。

2,558,669円

⑧｢社協だより」広報事業 　広報紙「はい！社協です」の印刷代に充当しました。 408,137円

合　　　　計 5,634,569円

※事業費総額に対する寄附金収入不足額975,900円は平成30年度社協会費を充当しました。



平成30年度社協会費実績額 ７,５１６,０００円

　平成30年度の社協会費は、美作市民の皆様方のご理解とご協力のもとに、下記の実績額となりま
した。これらのご厚志は、地域福祉の推進と地区社協活動のより一層の活性化を図るために有効に
活用させていただきます。社協会費の趣旨にご賛同しご協力をいただきました会員の皆様と加入促
進にご尽力いただきました各地区社協の役員・福祉委員の皆様に、この場をお借りして、心より御
礼申し上げます。

社協会費へのご協力ありがとうございました
平成30年度社協会費実績報告　　感じ  気づき

　　学び

日程調整

　夏休み期間を利用した「2019夏のボランティア体験事業」の事前研修会を７月13日㈯、作東バ
レンタインプラザで開催しました。
　今年度は美作市内の中高校生約179名の参加希望があり、高齢者施設や児童施設等30施設でボラ
ンティア活動を体験します。
　事前研修会は、ボランティア活動をする上での注意事項や心構えを学ぶために、毎年開催してい
ます。
　今年度は研修として高齢者、障がい者、児童などの分野別に施設の職員から仕事の内容や必要な
資格、その役割が紹介され、参加した生徒たちは「福祉の仕事」にも対象者によっていろいろな仕
事や支援がある事を学びました。
　その後、市社協職員より「夏ボラ体験をする前に知っておいてほしいこと｣、｢元気にあいさつを
する。積極的に活動する。最後まで笑顔で頑張る」等の説明を受け、基本的な心構えを学びました。
最後にボランティア受け入れ施設との日程調整を行い、夏休み期間中のボランティア活動に向けた
準備が整いました。

・社会や地域の役に立てるようにボランティア活動に参加する。
・ボランティア活動によって自分がどれくらい成長できるか楽しみ。
・自分からできることを見つける。
・ボランティアを通じて新しい発見をしたい。

2019年

夏のボラン
ティア

体験事業

事前研修会

体験を通じてあなたは

何を　　 　、　　　　　　、

何を　　　 ますか。

研修会に参加した生徒たちの声
　　「ボランティア活動に期待することや目標｣

あなたの資格を活かしません
か？

職　種：登録ヘルパー（臨時職員）
職　務：買い物・調理・掃除等の生活援助
　　　　入浴・排せつ介助等の身体介護
時　給：生活援助　　 ９５０円
　　　　身体介護　１,３５０円
　　　　１件あたり　 ２５０円の移動加算
　　　　その他諸手当あり

資　　格：普通自動車運転免許
　　　　　介護職員初任者研修
　　　　　　  （旧ホームヘルパー２級）以上
勤 務 日：勤務日・勤務時間は相談の上決定
勤務場所：美作市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　    作東支所・大原支所
問い合わせ先：TEL７５－２６２２  担当  内田

登録ヘルパー募集のお知らせ
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　勝英地区保護司会による、犯罪のない社会を目指す「第69回社会を明る
くする運動」啓発パレードは、７月の運動月間に合わせて、３日㈬、美作市、
勝央町、奈義町、西粟倉村で実施され、市町村長宛ての内閣総理大臣のメッ
セージを伝達しました。
　出発地点となる美作市庁舎前では、美作市長への伝達式が行われ、保護司、
市の職員等関係者参加のもと、主原啓隆会長のあいさつの後、熊谷要治美作
支部副支部長が「犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築くため多くの
方々に参加頂きたい」との安倍晋三内閣総理大臣のメッセージを代読し、萩
原誠司美作市長に手渡しました。閉会後、参加者は広報車を先頭に管内各市
町村をパレードし、啓発活動を行いました。

社明運動で勝英地区保護司会の啓発パレード

勝田地域 大原地域 東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域

会　費
実績額 837,000円 1,000,000円 299,000円 2,774,000円 1,895,000円 711,000円

助成金
配分額 633,600円 765,800円 228,400円 1,976,000円 1,450,000円 511,400円
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躍
さ
れ
て
い
る
新
井
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
そ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
み
ま
さ
か
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
こ
っ
こ
」
代
表 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あなたのまちの
高齢者ふれあい・いきいきサロン

古
町
中
サ
ロ
ン

さ
く
と
う 

山
の
学
校（
福
山
地
区
）で
ピ
ザ
作
り
体
験
♪

作東
地域

大原
地域

豊
野
地
区
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＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
際
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
避
難
所
を
周
り
、
被
災
者
の
精

神
的
な
ケ
ア
や
、
相
談
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
の
は
、
上
か
ら
目
線
で
行

う
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
目
線
に

立
つ
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
、
ま
た

活
動
を
行
う
上
で
重
要
な
こ
と
は

「
地
域
づ
く
り
」
だ
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
当
時
開
催
さ
れ

て
い
た
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
受
講
し
て
、
自
分
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

＊
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

　
託
児
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

て
い
ま
す
。
主
に
小
学
校
や
幼
児

園
の
参
観
日
等
の
行
事
の
際
に
託

児
を
行
っ
て
い
て
、
月
に
一
度
の

ス
タ
ッ
フ
定
例
会
で
は
、
皆
で
意

見
を
交
わ
し
て
、
安
心
安
全
な
活

動
を
行
う
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

＊
活
動
を
続
け
る
中
で
嬉
し
か

っ
た
こ
と
は
？

　
ま
ず
は
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
、
そ
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が

託
児
で
関
わ
っ
て
い
た
子
ど
も
が
、

大
学
生
に
な
っ
た
り
、
結
婚
し
た

と
い
う
よ
う
な
話
を
聞
く
と
、
と

て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

託
児
を
行
う

上
で
は
、
私

た
ち
が
何
か

を
し
て
あ
げ

て
い
る
と
い

う
よ
り
、
子

ど
も
や
保
育

者
か
ら
学
ぶ

こ
と
の
方
が

多
く
、
そ
の

こ
と
も
活
動

を
続
け
る
中

で
大
き
な
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
今
後
の
目
標
は
？

　
こ
れ
か
ら
の
美
作
市
を
背
負
っ
て
い
く
子
供
た
ち
を

助
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
必
要
な
も
の
で
す
し
、
今
の

活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
美
作
市
の

子
育
て
を
影
な
が
ら
支
え
る
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

＊
今
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
は
？

　
地
域
の
方
と
手
芸
や
書
道
を
通
じ
て
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
会
も
開
催
し

て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ
な

人
と
の
出
会
い
を
嬉
し
く
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。

＊
最
後
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
人
に
何
か
を
し
て
あ
げ
る

も
の
で
は
な
く
、
自
分
の
喜
び
や
成
長
の
た
め
に
す
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
み
ま
さ
か
子
育
て
サ
ポ

ー
ト
こ
っ
こ
」
で
は
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
会
員
さ
ん
を
大
募
集
中
で
す
！
会
員
は
素
晴
ら
し

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も
っ
た
方
ば
か
り
で
す
の
で
、

男
性
の
方
も
ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
！
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５
月
２２
日
㈬
、
古
町
中
の
い
き
い
き

サ
ロ
ン
の
戸
外
活
動
で
さ
く
と
う
山
の

学
校
へ
行
き
ま
し
た
。

　
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
さ
わ
や
か
な

５
月
の
緑
に
囲
ま
れ
た
さ
く
と
う
山
の

学
校
で
ピ
ザ
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

皆
で
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
具
材
を
切
っ
て
、

発
酵
済
み
の
生
地
を
伸
ば
し
て
、
窯
の

温
度
も
ち
ょ
う
ど
良
い
加
減
に
な
っ
た

所
で
ピ
ザ
焼
を
ス
タ
ー
ト
。
本
格
的
に

窯
で
焼
く
の
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た

が
、
ほ
ん
の
数
分
で
お
い
し
そ
う
な
ピ

ザ
が
焼
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
福
山
地
区
に

は
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、「
美
作
市
も

　
瀬
戸
の
サ
ロ
ン
は
回
数
が
少
な
い
な

が
ら
も
、
年
１
～
２
回
程
度
を
開
催
し

て
お
り
ま
し
た
。

　
高
齢
化
率
も
年
ご
と
に
高
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
地
区
の
中
で
も【
ふ
れ
あ

い
】
が
少
な
く
、「
ど
げ
ん
き
ゃ
せ
に

ゃ
ぁ
い
け
ん
」
と
い
う
こ
と
で
昨
年
の

２
月
に
全
戸
に
連
絡
を
行
い
、
年
齢
を

問
わ
ず
参
加
を
募
り
ま
し
た
。

　
な
ん
と
、
０
歳
か
ら
８９
歳
ま
で
総
勢

２１
名
の
参
加
が
あ
り
、
大
変
驚
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
福
祉
の
制
度
の
話
や
子
育

て
の
話
・
ご
年
輩
の
方
は
昔
話
で
大
変

広
い
な
あ
。
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い

所
が
た
く
さ
ん
あ
る
な
あ
。」
と
自
作

の
ピ
ザ
を
食
べ
な
が
ら
の
ん
び
り
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
古
町
中
サ
ロ
ン
は
、
旧
大
原
町
の
古

町
旧
道
沿
い
を
中
心
に
し
た
地
域
の
サ

ロ
ン
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
旧

道
沿
い
に
は
空
家
が
増
え
て
お
り
、
昔

の
よ
う
に
道
で
立
ち
話
を
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
２
か
月
に
１
回

開
催
す
る
サ
ロ
ン
で
は
、
近
所
に
住
み

な
が
ら
中
々
会
え
な
い
分
お
し
ゃ
べ
り

に
花
が
咲
き
ま
す
。「
一
緒
に
お
昼
ご

飯
を
食
べ
よ
う
や
！
」
を
合
言
葉
に
サ

ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
古
町
中
サ
ロ
ン
代
表
　
内
田
　
薫
）

盛
り
上
が
り
、
特
に
ご
年
配
の
方
か
ら

の
「
計
画
し
て
く
れ
て
有
り
難
う
」
の

声
に
感
動
を
し
ま
し
た
。

　
や
は
り
皆
さ
ん
も
外
出
し
た
い
け
ど

出
ら
れ
な
い
事
情
や
、
寂
し
さ
も
感
じ

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
年
６
回
を
目
標
に
４
月

は「
花
見
」・
６
月
に
は「
た
こ
焼
き
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
年

配
の
方
の
【
ひ
き
こ
も
り
の
防
止
】
を

含
め
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
、

意
義
の
あ
る
サ
ロ
ン
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
瀬
戸
サ
ロ
ン
　
代
表
　
山
本
　
明
子
）

皆で元気にサロンに参加

「どの具材をのせようかな｡」

老若男女みんなで焼きました｡

たこ焼き上手に焼けました
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か
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所

さ
く
と
う
支
所

ふ
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あ
い
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
‼

　
　〜
笑
顔
い
っ
ぱ
い
　元
気
い
っ
ぱ
い
〜

親
子
で
楽
し
く
う
ち
わ
づ
く
り

　 
　
　
　 〜
子
育
て
サ
ロ
ン
こ
っ
こ
〜

お気軽にお問い合わせください。 受付時間 9：00～18：00(土・日・祝日は除く）

0120-328-987フリーダイヤル

送迎

介護ステーションなな
訪問理容もも
福祉有償運送るる

買い物
集会

通院
行事

な
心
で
、

送
迎
の
お
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い
を
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し
ま
す
。

親
切・丁
寧

（研修アリ・有償ボランティア）
　障がい者・お年寄り等を病院・買い物・役場などの送迎

生活支援・身体介護

　老人ホーム・障がい者施設・グループホーム・自宅・病院等

介護保険　 指定居宅サービス事業者
福祉用具　 販売・貸与（レンタル）

介護保険事業所番号　3370300190

㍿津山医研

美作市内の介護送迎は、シルバーライフサポートもも
にお任せください！

福祉有償運送運転手
　
訪問介護員(資格者）
訪問理容師・美容師募集中

求人

社
会
福
祉
法
人 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

会

　長

　山
　本
　眞
　澄

会
長
再
任
の
ご
挨
拶

新
役
員
紹
介

10

第
６
回　
粟
井
村
ふ
れ
あ
い
の
集
い

　

６
月
９
日
㈰
、
旧
粟
井
小
学
校
で

「
第
６
回　
粟
井
村
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
の
出
し
物
や
、
展
示
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
管
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
ブ
リ
オ
、
す
み
れ
親
子

合
唱
団
等
、
素
敵
な
演
奏
や
歌
声
で
、

会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
寄
稿
：
作
東
支
所
　
白
岩
　
瑠
美
）

第
７
回　
土
居
地
区
福
祉
の
つ
ど
い

　
６
月
２７
日
㈭
、
土
居
小
学
校
で
「
第

７
回　
土
居
地
区
福
祉
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
土
居
小
学
校
全
校

生
徒
に
よ
る
元
気
な
歌
声
や
、
地
元
の

方
々
の
多
数
の
出
し
物
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
地
域
の
方
と

も
話
し
が
弾
み
、
大
盛
会
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

（
寄
稿
：
作
東
支
所
　
川
元
か
お
り
）

　
７
月
１８
日
㈭
、
美
作
市
世
代
交
流
多

目
的
ホ
ー
ル
で
子
育
て
サ
ロ
ン
こ
っ
こ

「
す
く
す
く
の
日
」
が
開
催
さ
れ
、
親

子
で
う
ち
わ
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
40
名
の
親
子
は
、
そ
れ
ぞ

れ
う
ち
わ
に
手
形
を
押
し
た
り
絵
を
描

い
た
り
、
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
な
が
ら
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の

特
別
な
う
ち
わ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
サ
ロ
ン
こ
っ
こ
は
毎
週
月
・

木
曜
日
１0
時
～
１２
時
に
北
山
の
世
代
交

流
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
毎
月
第
２
木
曜
日
は
、
子
供

服
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

毎
月
第
３
月
曜
日
は
読
み
聞
か
せ
を
し

て
い
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
寄
稿
：
美
作
支
所
　
安
東
賢
治
）

うちわにお絵描き中

粟井村ふれあいの集い

土居地区福祉のつどい

うちわが完成！

今後の行事予定
（すくすくの日）

８月15日(木）　３Ｂ体操

９月19日(木）
美作大学生によるミニ運動会

10月17日(木）  手形アート

▲
い
の
う
え
一
座
に
　

　
よ
る「
金
色
夜
叉
」
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こ
の
度
、
令
和
元
年
６
月
2１
日
開
催

の
理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
の
皆
様
の

ご
推
挙
を
賜
り
、
引
き
続
き
会
長
の
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
美
作
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
地

域
福
祉
の
充
実
と
発
展
の
た
め
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
変
わ
り
、
近
年
は
、
急

速
な
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
人
口
減
少
と
と
も
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
福
祉
ニ
ー
ズ
は
複

雑
・
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
の
中
で
「
地
域

共
生
社
会
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の

構
築
や
社
会
保
障
・
福
祉
関
係
制
度
な
ど
の
見
直
し
が
本
格
化
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
は
、

平
成
３０
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
今
後
５
年
間
の
活
動
指
針

と
な
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
基
本
理

念
で
あ
る
『
み
ん
な
で
支
え　

み
ん
な
で
築
く　

福
祉
の
ま
ち
美

作
』
を
目
指
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

市
民
、
法
人
か
ら
の
会
費
、
市
か
ら
の
補
助
金
、
さ
ら
に
寄
附

金
等
を
財
源
に
運
営
し
て
い
る
公
共
性
の
高
い
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
、
透
明
性
を
確
保
し
な
が
ら
地
区
社
協
や
福
祉
関
係
者
等
と

連
携
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、
懸
命
の
努
力
を
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長
再
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
令
和
元
年
６
月
２１
日
㈮
開
催

の
第
１
回
評
議
員
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
新
役
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、

会
長
に
山
本
眞
澄
氏
、
副
会
長
に
織
田
忠
宜
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た

（
任
期
：
令
和
元
年
６
月
２１
日
か
ら
令
和
２
年
度
会
計
に
関

す
る
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で
。）

【理
事
︼

織
田
忠
宜
（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
代
表
者　
美
作
市
大
内
谷
）

坂
元
秀
明
（
勝
田
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　
美
作
市
真
加
部
）

春
名
信
義
（
大
原
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　
美
作
市
川
上
）

明
石
俊
和
（
東
粟
倉
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　
美
作
市
後
山
）

角
南
展
弘
（
美
作
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　
美
作
市
位
田
）

長
瀬
鈴
子
（
作
東
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　
美
作
市
柿
ケ
原
）

長
船
洋
行
（
英
田
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　
美
作
市
三
保
原
）

橋
野
耕
一 

（
社
会
福
祉
事
業
の
経
営
に
関
す
る
見
識
を
有
す
る
者　
津
山
市
東
一
宮
）

亀
山
弘
道
（
保
健
医
療
関
係
者　
津
山
市
北
園
町
）

山
本
眞
澄
（
学
識
経
験
を
有
す
る
者　
美
作
市
立
石
）

【
監
事
︼

船
曳
隆
司
（
財
務
諸
表
等
を
監
査
し
得
る
者　
美
作
市
湯
郷
）

浅
尾
善
郎
（
社
会
福
祉
事
業
に
学
識
を
有
す
る
者　
美
作
市
古
町
）



多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表紙の写真

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくるかつどうです。
編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

本所・作東支所 〒709-4234　美作市江見280
TEL(0868)75-2622　FAX(0868)75-7081

大 原 支 所 〒707-0412　美作市古町1850-1
TEL(0868)78-0509　FAX(0868)78-3230

美 作 支 所 〒707-0014　美作市北山401
TEL(0868)72-3677　FAX(0868)72-3969

勝 田 支 所 〒707-0113　美作市真加部1616
TEL(0868)75-3601　FAX(0868)75-3602

東粟倉支所 〒707-0403　美作市東青野844-1
TEL(0868)78-2800　FAX(0868)78-2946

英 田 支 所 〒701-2604　美作市福本806-1
TEL(0868)74-2488　FAX(0868)74-3232

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補福祉サービス総合補償償福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補送 迎 サ ービス 補 償償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険ボランティア活動保険ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成31年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK18-13568　2019.1.16 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用 　
７
月
27
日
㈯
、
武
蔵
の

里
鎌
坂
峠
ツ
ツ
ジ
園
で
中

学
生
・
高
校
生
28
名
が
草

刈
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ツ
ツ
ジ
園
の
会
の
会
員
さ
ん
に
草
刈
り

の
指
導
を
受
け
た
後
、
ツ
ツ
ジ
周
辺
の
草

を
手
鎌
で
刈
っ
て
取
り
除
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
大
変
暑
く
、

草
刈
り
が
大
変
だ
と
わ
か
っ
た
」「
き
れ

い
に
草
刈
り
が
で
き
、達
成
感
を
感
じ
た
」

「
春
に
は
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
有
意
義
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

介護保険 A&Q

美作市障害者地域活動支援センター  なごみ
　この度、｢なごみ」は令和元年７月１日から作東長寿センター内に移転しました。
　引っ越しの際には梱包や運搬の作業は利用者さんにも手伝っていただきながら進めていきまし
た。多くの利用者さんが積極的に手伝って下さり、皆さんがなごみの移転を心待ちにしていたこと
が分かりました。
　移転先は広々としたホールのため、囲碁ボールなどの体を動かす活動や七宝焼きなどの創作活動
も行いやすくなりました。移転した当初は落ち着かない様子の利用者さんが多かったですが、しば
らくすると、｢前からずっとここで活動してきたような気がする｡」と言われる利用者さんもおり、
皆さん徐々に新しい「なごみ」に馴れていっているようです。
　また、移転したことで弁当屋やコンビニなどのお店やＪＡや中国銀行などの金融機関が近くなっ
たため、練習や社会勉強を兼ね利用者さんと共に行くことができるようになり、活動の幅が広がっ
たのではないかと思います。
　今後もなごみの活動に地域の皆様のご理
解とご協力をよろしくお願いいたします。

なごみ通信

美作市障害者地域活動支援センター  なごみ
〒709-4234 美作市江見280(作東長寿センター内）
電話：0868-75-4753　FAX：0868-75-7081プラ板に絵柄を入れているなごみのアーティスト達

長寿センター全景　なごみにはここからお入りください
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令
和
元
年
５
月
21
日
か
ら

令
和
元
年
７
月
20
日 
受
付
分

香
典
返
し

古　

町　
　

川
元　

勝
則　

様

（
亡　

道　

代
）

江
ノ
原　
　

安
東　

正
富　

様

（
亡　

民　

子
）

川　

上　
　

道
上　

総
志　

様

（
亡　

昌　

信
）

桂　

坪　
　

岩
江　

義
政　

様

（
亡　
　

元　

）

笹　

岡　
　

土
居
恵
美
子　

様

（
亡　

小
深
田
千
枝
子
）

田　

井　
　

井
上　

義
朗　

様

（
亡　

辰　

子
）

立　

石　
　

春
名　

茂
行　

様

（
亡　

菊　

代
）

野　

原　
　

笠
矢　

武
和　

様

（
亡　

和　

子
）

川　

東　
　

長
畑　

里
子　

様

（
亡　

義　

昭
）

下
香
山　
　

杉
本　

彰
彦　

様

（
亡　
　

智　

）

明　

見　
　

水
嶋　

正
幸　

様

（
亡　

富
美
子
）

豊
国
原　
　

久
安　

順
信　

様

（
亡　

美　

枝
）

位　

田　
　

岡
本　

英
喜　

様

（
亡　

清　

香
）

青　

木　
　

内
山　

公
二　

様

（
亡　
　

馨　

）

下
大
谷　
　

石
田　

義
則　

様

（
亡　

綾　

子
）

朽　

木　
　

熊
谷　

利
江　

様

（
亡　

昭　

治
）

山
外
野　
　

山
本
嘉
子
美　

様

（
亡　

延　

幸
）

楢
原
下　
　

豊
久　
　

誠　

様

（
亡　

健　

吾
）

楢
原
下　
　

谷　
　

和
彦　

様

（
亡　

重　

徳
）

楢
原
下　
　

寺
元　

良
祐　

様

（
亡　

と
よ
子
）

巨　

勢　
　

髙
田
壮
一
郎　

様

（
亡　

瑞　

穂
）

安　

蘇　
　

福
田　

幸
治　

様

（
亡　

博　

一
）

小　

野　
　

岡
田
う
め
代　

様

（
亡　

和　

幸
）

小　

野　
　

山
本　

貴
雅　

様

（
亡　

若　

枝
）

小　

野　
　

内
藤　

勝
義　

様

（
亡　

敏　

子
）

粟
井
中　
　

安
東　

博
行　

様

（
亡　

勝　

行
）

五　

名　
　

小
林　

道
子　

様

（
亡　

光　

男
）

五　

名　
　

小
林　

雅
春　

様

（
亡　

嘉　

男
）

　

鯰　
　
　

長
家　

澄
子　

様

（
亡　
　

徹　

）

藤　

生　
　

道
信
千
恵
子　

様

（
亡　

征　

昭
）

上
福
原　
　

黒
石　

俊
幸　

様

（
亡　

い
は
子
）

一
般
寄
附

豆　

田　

㈱
レ
イ
テック
様（
５
月
）

豆　

田　

㈱
レ
イ
テック
様（
６
月
）

　

奥　
　

㈲
美
作
農
園　

様

物
品
寄
附

湯　

郷　
　

小
山　

雄
三　

様

小　

野　
　

光
井　

秀
行　

様


